
断
っ
た
上
で
「
90
点
は
あ

げ
ら
れ
る
」
と
の
回
答
だ

っ
た
。
同
ア
ン
ケ
ー
ト
は

給
水
状
況
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
、
各
戸
に
減

圧
弁
を
設
置
し
た
こ
と
に

よ
る
微
妙
な
圧
力
変
更
が

可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
伴

う
給
水
状
況
調
査
。
そ
の

後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

で
圧
力
調
整
の
必
要
な
住

戸
は

数
件
あ
っ
た
が
、

一
軒
一
軒
丁
寧
な
対
応
を

行
っ
た
。

ま
た
、
直
結
増
圧
に
し

た
こ
と
で
電
気
代
も
確
実

に
下
が
っ
て
い
る
。
昨
年

11
月
は
前
年
比
２
割
強
削

減
の
２
９
，
６
０
３
円
減

額
さ
れ
た
。

今
な
ら
、
管
理
組
合
評

価
は
先
の
「
90
点
」
か
ら

加
点
さ
れ
「
１
０
０
点
」

満
点
に
近
い
評
価
が
与
え

ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

明
」
に
注
力

し
た
。
そ
の

一
つ
が
修
繕

委
員
会
と
協

力
し
て
の
既

存
給
水
管
の

腐
食
サ
ン
プ

ル
と
更
新
に

使
用
さ
れ
る

管
材
や
メ
ー

タ
ー
ユ
ニ
ッ

ト
の
展
示
。

配
管
の
現
況

と
工
事
の
必

要
性
の
理
解

に
大
い
に
役
立
っ
た
。

各
戸
に
配
布
す
る
工
事

案
内
配
布
資
料
に
も
様
々

な
工
夫
を
行
っ
た
。
例
え

ば
、
全
戸
断
水
の
お
知
ら

せ
は
管
理
会
社
の
東
京
建

物
ア
メ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト

の
協
力
を
得
て
、
カ
ッ
ト

を
多
く
採
用
、
一
目
で
注

意
ポ
イ
ン
ト
が
理
解
で
き

る
よ
う
に
工
夫
し
た
。

管
理
組
合
側
も
断
水
の

際
の
ト
イ
レ
対
応
に
、
１

階
の
集
会
室
と
中
庭
に
設

置
さ
れ
て
い
る
ト
イ
レ
を

開
放
、
万
難
を
排
し
た
。

ト
ラ
ブ
ル
は
一
切
な

く
、
約
３
・
５
ヵ
月
に
わ

た
っ
た
工
事
は
無
事
終
わ

り
、
冒
頭
の
感
謝
状
授
与

に
つ
な
が
っ
た
。

授
与
式
の
段
階
で
今
回

の
工
事
に
対
す
る
総
合
評

価
を
管
理
組
合
に
聞
い
て

み
た
。
住
戸
全
戸
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
前
な
の
で
と

際
に
戸
別
断
水
（
１
時
間

程
度
）
で
２
回
の
計
４
回

で
済
む
計
画
を
提
案
し

た
。「

今
回
の
工
事
で
最
も

注
意
を
払
っ
た
の
は
住
民

へ
の
影
響
を
極
力
減
ら

し
、
住
民
の
協
力
を
仰
ぐ

こ
と
だ
っ
た
。
カ
ン
パ
ネ

さ
ん
の
提
案
な
ら
、
間
違

い
な
く
住
民
の
協
力
を
得

ら
れ
る
」
と
確
信
し
た
。

修
繕
委
員
会
は
施
工
業

者
に
カ
ン
パ
ネ
を
決
定
、

理
事
会
に
諮
問
、
最
終
決

定
と
な
っ
た
。

実
施
の
工
事
に
入
る
前

に
も
、
カ
ン
パ
ネ
は
「
工

事
の
わ
か
り
や
す
い
説

れ
た
、
と
い
う
。

伐
採
し
て
し
ま
う
と
景

観
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し

ま
う
だ
け
に
、
同
社
の
提

案
は
修
繕
委
員
会
の
心
を

つ
か
ん
だ
。

工
事
に
伴
う
住
民
負
担

軽
減
策
も
カ
ン
パ
ネ
は
他

の
業
者
よ
り
も
魅
力
的
な

提
案
だ
っ
た
。
そ
の
代
表

例
が
断
水
時
間
の
短
縮

だ
。
仮
設
給
水
計
画
を
綿

密
に
す
る
こ
と
で
、
本
設

か
ら
仮
設
、
仮
設
か
ら
本

設
に
切
り
替
え
る
際
に
１

住
戸
あ
た
り
の
断
水
が
全

戸
断
水
で
２
回
（
９
時
か

ら
17
時
）
、
仮
設
か
ら
新

設
給
水
管
に
切
り
替
え
る

理
事
会
の
諮
問
機
関
で

あ
る
修
繕
委
員
会
が
具
体

的
な
検
討
に
入
っ
た
。

「
数
社
に
声
を
か
け
プ

レ
ゼ
ン
を
お
願
い
し
た
。

カ
ン
パ
ネ
さ
ん
は
価
格
面

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
提

案
力
に
秀
で
て
い
た
」

例
え
ば
、
給
水
引
き
込

み
の
地
中
埋
設
配
管
施
工

の
際
、
あ
る
業
者
は
配
管

ル
ー
ト
と
の
関
係
上
、
立

木
を
全
部
伐
採
し
な
い
と

無
理
と
の
提
案
に
対
し

て
、
カ
ン
パ
ネ
は
ほ
ん
の

一
部
だ
け
撤
去
し
て
ほ
と

ん
ど
の
立
木
は
残
し
た
ま

ま
、
サ
イ
ド
を
掘
削
し
て

配
管
す
る
案
を
出
し
て
く

水
槽
に
よ
る
ポ
ン
プ
圧
送

方
式
で
給
水
さ
れ
て
い

た
。
最
初
の
計
画
で
は
受

水
槽
を
撤
去
し
て
の
直
結

増
圧
方
式
で
検
討
さ
れ
て

い
た
。
受
水
槽
の
撤
去
跡

地
は
駐
車
場
へ
の
用
途
変

更
も
計
画
さ
れ
た
。
し
か

し
、
行
政
と
の
折
衝
の
中

で
、
受
水
槽
に
「
防
災

用
」
と
し
て
の
機
能
用
途

も
加
わ
っ
て
お
り
撤
去
不

可
能
と
の
結
論
に
。

こ
の
決
定
ま
で
に
時
間

を
要
し
た
た
め
、
長
期
修

繕
計
画
と
の
兼
ね
合
い
か

ら
共
用
給
水
立
て
管
更
新

工
事
と
一
緒
に
実
施
す
る

計
画
と
な
っ
た
。

た
。
カ
ン
パ
ネ
が
東
建
ニ

ュ
ー
ハ
イ
ツ
花
小
金
井
管

理
組
合
か
ら
受
注
し
た
の

は
「
給
水
方
式
変
更
及
び

共
用
給
水
立
て
管
更
新
工

事
」
。

給
水
方
式
変
更
と
は
直

結
増
圧
方
式
へ
の
変
更

だ
。
同
マ
ン
シ
ョ
ン
は
受

声
を
か
け
て
い
た
だ
く
な

ど
配
慮
が
素
晴
ら
し
か
っ

た
」「

断
水
時
間
も
短
時
間

で
済
み
、
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
非
常
に
ス
ム
ー
ズ
に
工

事
を
し
て
い
た
だ
い
た
」

こ
ん
な
「
お
褒
め
」
の

言
葉
が
次
々
と
飛
び
交
っ

昨
年
12
月
26
日
に
開
催

さ
れ
た
理
事
会
の
場
で
、

「
感
謝
状
贈
呈
式
」
が
開

催
さ
れ
た
。

「
対
応
力
、
段
取
り
が

良
か
っ
た
」

「
住
民
と
廊
下
な
ど
で

す
れ
違
う
際
も
、
職
人
さ

ん
か
ら
挨
拶
や
ち
ょ
っ
と

東建ニューハイツ花小金井










築29年
115 戸 カンパネの施工に高い評価

美
観
を
意
識
し
た
配
管
ル
ー
ト
独
自
の
仮
設
給
水
計
画
で｢

断
水｣

短
縮
実
現

直
結
増
圧
方
式
で
電
気
料
金
を
２
割
強
削
減
へ

感
謝
状
贈
呈
式
を
開
催

感謝状贈呈式後に管理組合役員らと記念撮影。１例目の左が杉山
朋子理事長、１列目の右が金井繁修繕委員長、感謝状を手にして
いるがカンパネの三村英二氏その左が営業担当の井原克明氏。２
列目の左が管理会社の齋藤康史氏、その右４名が理事会メンバー

工
事
内
容
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
サ

ン
プ
ル
等
を
展
示
（
改
修
、
新
設
両
方
）

修繕委員会と防災委員会の活躍でスムーズな管理組合

運営がなされている「東建ニューハイツ花小金井」

「
施
工
会
社
と
し
て
終
始
一
貫
、
居
住
者
の
生
活
基
盤
へ
の
配
慮
と
工
事
の

安
全
に
配
慮
し
つ
つ
、
品
質
本
位
の
施
工
を
行
い
期
待
に
適
う
工
事
へ
と
導
き

ま
し
た
」
―
東
京
・
小
平
市
の
東
建
ニ
ュ
ー
ハ
イ
ツ
花
小
金
井
（
築
29
年
、
11

階
建
て
１
１
５
戸
）
の
杉
山
朋
子
理
事
長
が
読
み
上
げ
た
感
謝
状
の
一
文
だ
。

手
渡
さ
れ
た
の
は
給
・
排
水
設
備
改
修
専
門
企
業
の
「
カ
ン
パ
ネ
」
（
本
社
東

京
、
鳥
山
重
之
社
長
）
で
あ
る
。
居
住
者
が
生
活
し
て
い
る
中
で
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
技
術
・
施
工
力
の
高
さ
が
証
明
さ
れ
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。

杉
山
理
事
長
か
ら
カ
ン
パ
ネ
の
三
村
氏

に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た
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